
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　収穫し脱穀した蕎麦の実に混入している砂、埃、ゴミ、石などの夾雑物を除去する蕎麦
の精製装置であって、
　蕎麦の実に混入している砂や埃などのように細かい夾雑物を除去する

第一次選別部と、
　第一次選別部で細かい夾雑物を除去した第一次選別物から一定粒大までの蕎麦の実を透
過させる 第二次選別部と、
　第二次選別部で透過させた第二次選別物から混入している石などの異物を除去して精製
された蕎麦の実を得る 第三次選別部
　

からなることを特徴とする蕎麦の精製装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、収穫し脱穀した蕎麦の実に混入している砂、埃、ゴミ、石などの夾雑物を除
去する蕎麦の精製装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】

10

20

JP 3783140 B2 2006.6.7

選別回転筒で構成
された

選別回転筒で構成された

石抜機で構成された と、
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する傾斜選別網体で構成された第四次選別部



　蕎麦畑から収穫し脱穀した蕎麦の実は、砂、埃、ゴミ、石などの夾雑物が多く混入して
いるので、脱穀後にそれらの夾雑物を除去するため、ゴミを除くための篩いと風選作業、
砂や埃を除くための篩い作業、さらに篩い残った砂や埃、花弁などを除去する磨き作業を
要するなど、その精製のための作業が甚だ煩雑である。
【０００３】
　従来、蕎麦の実の粒選別装置としては、特開２００３－１２６７７９公報に記載されて
いるものが知られており、また、蕎麦の実に限らず穀類の粒選別装置としては特開平１０
－２３５２９５号公報に記載されており、さらに、穀類を選別網筒から透過させて異物を
除去する穀類の異物除去方法およびその装置としては、特開平９－２５３５８３号公報に
記載されている。
【特許文献１】特開２００３－１２６７７９公報
【特許文献２】特開平１０－２３５２９５号公報
【特許文献３】特開平９－２５３５８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前述のように、蕎麦の実の精製作業は甚だ煩雑であることに鑑み、本発明は、その精製
のための作業を簡便かつ効率的に行うことができる蕎麦の精製装置を提供することを目的
とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するための本発明に係る蕎麦の精製装置は、収穫し脱穀した蕎麦の実に
混入している砂、埃、ゴミ、石などの夾雑物を除去する蕎麦の精製装置であって、蕎麦の
実に混入している砂や埃などのように細かい夾雑物を除去する 第
一次選別部と、第一次選別部で細かい夾雑物を除去した第一次選別物から一定粒大までの
蕎麦の実を透過させる 第二次選別部と、第二次選別部で透過させ
た第二次選別物から混入している石などの異物を除去して精製された蕎麦の実を得る

第三次選別部からなるものである。
【０００６】
　 、本発明に係る蕎麦の精製装置は、 構成において、第二次選別部から排出さ
れる選別残留物から蕎麦の実を透過させて第三次選別部に供給する

を設け ことを特徴とするものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る蕎麦の精製装置によれば、蕎麦の実に混入している砂や埃などのように細
かい夾雑物を除去する第一次選別部と、第一次選別部で細かい夾雑物を除去した第一次選
別物から一定粒大までの蕎麦の実を透過させる第二次選別部と、第二次選別部で透過させ
た第二次選別物から混入している石などの異物を除去して精製された蕎麦の実を得る第三
次選別部とで構成されているので、収穫し脱穀した蕎麦の実を第一次選別部に投入するだ
けで、砂や埃などの細かい夾雑物を除いたうえで蕎麦の実を透過させることができ、次工
程の石を除く工程の選別効率が向上する。このため、石を除く工程を経るとそのまま精製
された蕎麦の実が得られる。
【０００８】
　そのうえ、第二次選別部から排出される選別残留物から蕎麦の実を透過させて第三次選
別部に供給する第四次選別部を設 ことにより、排出される異物中に残留する大粒の蕎
麦の実も無駄にすることなく回収することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　図１は本発明による蕎麦の実の精製装置を示す概略断面図、図２はその選別回転筒の一
部破断斜視図、図３は同上断面図、図４は選別回転筒の第一次選別部を示す斜視図、図５
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は同上一部の詳細斜視図、図６は図５のＸ－Ｘ線詳細断面図、図７は選別回転筒の第二次
選別部を示す斜視図、図８は同上一部の詳細斜視図、図９は同上選別態様を示す斜視図、
図１０は本発明による蕎麦の実の精製装置の実施の形態を示す概略斜視図である。
【００１０】
　図１において、１は本発明による蕎麦の実の精製装置である。この蕎麦の実の精製装置
１は、蕎麦の実に混入している砂や埃などのように細かい夾雑物を除去する第一次選別部
Ａと、第一次選別部Ａで細かい夾雑物を除去した第一次選別物から一定粒大までの蕎麦の
実を透過させる第二次選別部Ｂと、第二次選別部Ｂで透過させた第二次選別物から混入し
ている石などの異物を除去して精製された蕎麦の実を得る第三次選別部Ｃからなり、さら
に、第二次選別部Ｂから排出される選別残留物から蕎麦の実を透過させて第三次選別部Ｃ
に供給する第四次選別部Ｄを併設してなるものである。
【００１１】
　第一次選別部Ａおよび第二次選別部Ｂは、選別回転筒２で構成されており、選別回転筒
２は、その長さ方向の一端側略半分が第一次選別部Ａとなっていて、蕎麦の実に混入して
る細かい夾雑物を選別して除去するメッシュの細長孔３を多数形成した多孔状筒体４をな
し、かつ、その長さ方向の他端側略半分が第二次選別部Ｂとなっていて、一定粒大までの
蕎麦の実を透過させる円形孔５を多数形成した多孔状筒体６をなしている。選別回転筒２
内には、軸心に対して１２０°ごとに長さ方向の略全長にわたる撹拌棒７が取り付けられ
ている。多孔状筒体４と多孔筒体６はそれぞれのフランジ部８，８を連結して一体化され
る。選別回転筒２は第一次選別部Ａ側が傾斜上位、第二次選別部Ｂ側が傾斜下位となるよ
うに緩い傾斜角度をもって傾斜させてある。
【００１２】
　上記選別回転筒２は機体外装体に軸９，１０により軸支され、一方の軸９は電動機１１
に連結されている。１２はホッパであって選別回転筒２の第一次選別部Ａ内に蕎麦の実を
供給するためのものである。１３，１３は軸受部、１４は目詰まり防止弾性板である。１
５は第二次選別物受樋であって多孔状筒体６の下方に設けられており、多孔状筒体４の下
方には第一次選別排出物樋１６が設けられている。また、多孔状筒体６の傾斜下端側に対
応して第二次排出物樋１７がそれぞれ設けられている。１８は第一次排出物受部である。
【００１３】
　第三次選別部Ｃは、第二次選別物に混入している石などの異物を除去して精製された蕎
麦の実を得るための石抜機１９で構成されている。この石抜機１９は、揺動選別部２０お
よび風選別部２１からなり、第二次選別部Ｂの多孔状筒体６から透過された蕎麦の実とそ
れにともなって透過された夾雑物（主として石）を含む第二次選別物を揺動選別と風選に
より蕎麦の実と夾雑物とを分離させ、蕎麦の実を精製物樋２２から精製物受部２３に、夾
雑物を石排出樋２４から石受部２５にそれぞれ取り出すようになっている。２６は第二次
選別物ホッパである。
【００１４】
　第四次選別部Ｄは、傾斜選別網体２７からなり、その傾斜下端側には異物受部２８を、
下面側には第四次選別物樋２９をそれぞれ設けてあって、第四次選別物樋２９から第三次
選別部Ｃの石抜機１９の第二次選別物ホッパ２６に第四次選別物（蕎麦の実）を供給する
ようになっている。したがって、この第四次選別物の蕎麦の実も第三次選別部Ｃの石抜機
１９で石を分離して精製される。
【００１５】
　本発明による蕎麦の実の精製装置１は、図１０に示すように構成 る。すなわち
、この構成においては、第一次選別部Ａおよび第二次選別部Ｂと第三次選別部Ｃとの間に
バケットコンベア３０を配置して、第二次選別部Ｂ多孔状筒体６から透過された蕎麦の実
とそれにともなって透過された夾雑物を含む第二次選別物をバケットコンベア３０により
第三次選別部Ｃの石抜機１９に供給するものである。なお、第四次選別部Ｄで選別された
蕎麦の実は蕎麦の実受部３１で収集してバケットコンベア３０の投入ホッパ３２に投入す
る。
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【００１６】
　本発明による蕎麦の実の精製装置１によれば、第一次選別部Ａの多孔状筒体４に、脱穀
された蕎麦の実が投入されると、蕎麦の実に混入している砂や埃などのような細かい夾雑
物ｂが、多孔状筒体４のメッシュの細長孔３から排除され、蕎麦の実ａが石などのように
比較的大きい夾雑物ｃを含んだまま多孔状筒体４内に残留し、それが第一次選別物として
第二次選別部Ｂの多孔状筒体６に移動する。そして多孔状筒体６では、一定粒大までの蕎
麦の実を透過させる円形孔５から蕎麦の実ａが石などの比較的大きい夾雑物ｃをともなっ
て透過し、それが第二次選別物として第三次選別部Ｃの石抜機１９に供給され、そこで蕎
麦の実に混入している比較的大きい石などの夾雑物が除かれ、精製された蕎麦の実が得ら
れる。
【００１７】
　一方、第二次選別部Ｂの多孔状筒体６内に残った選別残留物は、その多孔状筒体６から
透過しなかった大粒の蕎麦の実を含んでいるが、それらは第四次選別部Ｄの傾斜選別網体
２７上を流下する過程で蕎麦の実が、網目を透過する大きさの夾雑物をともなって透過し
て第三次選別部Ｃの石抜機１９に供給され、精製された蕎麦の実として回収される。
【産業上の利用可能性】
【００１８】
　本発明による蕎麦の精製装置は、収穫し脱穀した蕎麦の実が砂、埃などの細かい夾雑物
および石などの大きい夾雑物を多く含んでいても、それの夾雑物を簡便な作業でしかも効
率的に除去して精製された蕎麦の実を得ることができる優れたものであるが、この精製装
置は、蕎麦の実の精製だけに限らず、大豆や小豆、トウモロコシ、あるいはコーヒー豆の
精製など広範囲の利用が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明による蕎麦の実の精製装置を示す概略断面図である。
【図２】同上蕎麦の実の精製装置における選別回転筒の一部破断斜視図である。
【図３】図２同上断面図である。
【図４】選別回転筒の第一次選別部を示す斜視図である。
【図５】同上一部の詳細斜視図である。
【図６】図５のＸ－Ｘ線詳細断面図である。
【図７】選別回転筒の第二次選別部を示す斜視図である。
【図８】同上一部の詳細斜視図である。
【図９】同上選別態様を示す詳細断面図である。
【図１０】本発明による蕎麦の実の精製装置の実施の形態を示す概略断面図である。
【符号の説明】
【００２０】
　Ａ　第一次選別部
　Ｂ　第二次選別部
　Ｃ　第三次選別部
　Ｄ　第四次選別部
　１　蕎麦の実の精製装置
　２　選別回転筒
　３　メッシュの細長孔
　４　多孔状筒体
　５　円形孔
　６　多孔状筒体
　７　撹拌棒
　８，８　フランジ部
　９，１０　軸
　１１　電動機

10

20

30

40

50

(4) JP 3783140 B2 2006.6.7



　１２　ホッパ
　１３，１３　軸受部
　１４　目詰まり防止弾性板
　１５　第二次選別物受樋
　１６　第一次選別排出物樋
　１７　第二次排出物樋
　１８　第一次排出物受部
　１９　石抜機
　２０　揺動選別部
　２１　風選別部
　２２　精製物樋
　２３　精製物受部
　２４　石排出樋
　２５　石受部
　２６　第二次選別物ホッパ
　２７　傾斜選別網体
　２８　異物受部
　２９　第四次選別物樋
　３０　バケットコンベア
　３１　蕎麦の実受部
　３２　投入ホッパ
　ａ　蕎麦の実
　ｂ　細かい夾雑物
　ｃ　比較的大きい夾雑物
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(6) JP 3783140 B2 2006.6.7



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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